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城ノ越（1952・58）
立屋敷（1940）

原山（1948）

中山（1958）

亀山（1957）

千代田（1957）

深草（1956）

瓜破（1952）
阿方・片山（1941）

西志賀（1943・53）

ツル根（1934）
田原（1965）

桂台（1949）・杉田（1950・57）

宮ノ台（1935）

法堂（1965）

前野町（1938）

須和田（1933-35・67・68）

岩櫃山（1939）

出流原（19６４）
棚倉（1939）

成田藤堂塚（1952）

南御山（1949・66）

六野瀬（1938）
山王（1962）

雨滝（1953・58・63）

殿内（1968）
天神前（1963・64）

中里（1955）

五貫森（1949）
稲荷山（1951）
大蚊里（1963）
水神平（1963）

登呂（1947～50）
佐渡（1949）

夜臼（1951）

板付（1951～54）

1940 年代調査西日本弥生時代遺跡

日本考古学協会特別委員会調査遺跡

戦前調査の東日本弥生時代遺跡

戦後調査の東日本弥生時代遺跡

戦後調査の東日本縄文時代晩期遺跡

弥生文化の生成

弥生文化の東方波及と展開

杉原荘介が調査した縄文晩期・弥生時代遺跡

東日本弥生文化の形成過程







約 17,000～11,000 年前の景観

約 30,000～17,000 年前の景観

約 30,000 年前よりも以前の景観は，

環境データが得られていないために不明

→今後の課題
・局部磨製石斧を伴う台形様石器の石器群

・両面調整と片面調整の尖頭器石器群

・縄文草創期の遺物は表土から出土した

有茎尖頭器だけのため，詳細は不明

??

??

?

森林限界

原図：吉田明弘・島田和高・橋詰潤（小野昭ほか編 2016 より）

後期旧石器時代後半期
約25,000～20,000年前広原第 I 遺跡

縄文時代草創期
約16,000～11,000年前

広原第II遺跡

後期旧石器時代前半期
約38,000～35,000年前

広原第II遺跡

最終氷期終末

の気候の温暖化

により，森林限界

が上昇。寒帯の針葉

樹林やカバノキが広原

湿原の周囲に進出。湿原

には草原がみられる。

世界的な気候

の寒冷化（最終

氷期最寒冷期）に

よって，広原湿原

周辺はハイマツ，コ

ケスギランなど森林の

ない高山帯の景観が広が

る。湿原ではなくまだ岩場

の状態。森林限界は 1000〜

1400 m に低下。





分析試料とその分析結果

赤色：鉄，緑：水銀
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漆の熱分解生成物

この漆糸は，2本の繊維を弁柄漆（赤い酸化

鉄を混ぜた漆）で固定した後に，朱漆（赤い

硫化水銀を混ぜた漆）で彩っている。朱漆の

方が明るい赤だが希少な物だったため最表面

のみ朱漆を使ったと思われる。

5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00 [min]R.T.

黒色の土器から漆が検出された非常に稀な例であ

る。数μm の漆を塗布することで土器を『漆黒』

に仕上げることで，他の土器と差を付けたのでは

ないかと考えられる。

縄文時代の漆器製作技術は非常に高度で，

今回の黒色土器への漆の塗り方などまだま

だ未解明の部分も多い。これからも実証を

含めた研究が必要である。



文化資源化

１次資料
(考古遺物･典籍 )

２次資料
(発掘記録･文書･拓本 )

出土文字データベース
(全国発掘データ )

こと
もの こころ

日本古代学研究の世界的拠点形成

Europe
East Anglia

(Sainsbury Institute)
Ca’ Foscari Venezia 

ベトナム
国家大学ハノイ校
社会科学院

中華人民共和国
北京大学
清華大学

社会科学院

大韓民国
国立中央博物館

高麗大学校
忠南大学校
慶北大学校
嶺南大学校

USA
UCSB
USC

Harvard
MSU

明治大学所蔵　日本古代学研究資料群

文字
律令
制度
都市

物資
技術
経済

文芸
古代人の
心性

研究 研究

杉原荘介･岡正雄･井上光貞コレクション

日本
北海道大学
埼玉大学
東京大学
大阪大学
九州大学

早稲田大学
橿原考古学研究所

Australia
Univ. Sydney



明治大学だからできる考古学とは何か？：大学と社会を巡る『循環』の確立

文化財を活かした総合的な「人づくり」，「町づくり」

③ 研究職：「文化財の情報を最大限に引き出し，
   　最先端の知を紡ぎ出す人々」 

人
材
の
輩
出
，
社
会
貢
献

明治大学が誇る“ヒト”，“モノ”，“場”

他大学を凌駕する豊富な人材
長年にわたり蓄積してきた

日本有数の文化財

日本考古学を支える
研究実績

充実した施設・設備

①

②

③

① 一般人：「文化財に理解が深い人々，愛着を抱く人々」
   　　（広義の文化財の保護・活用）

② 専門職：「文化財の保護と活用に携わる人々」
   　　（狭義の文化財の保護・活用） OB・OG力

を
活
か
し
た
実
践
的
な
教
育
・

研
究の実現

明治大学の“ヒト”，“モノ”，“場”を縦横に活かした研究と人材の育成

学
内
組
織
の
有
機
的
な
連
携

多
角
的
な
人
材
の
育
成

学部・大学院

博物館

黒耀石研究センター・国際古代学研究クラスター等

研究施設・組織

　黒耀石研究センター

　国際古代学研究クラスター

　資源利用史研究クラスター

学部・大学院

博物館 図書館

考古学専攻の教員（文学部）

考古学を専門とする教員
 　（文学部，他学部）
関連分野を専門とする教員
 　（文学部，他学部）

考古学を専門とする学芸員

考古学を専門とする教員

関連分野を専門とする教員

センター員，スタッフなど

岩宿遺跡の調査（旧石器時代の発見）

夏島貝塚の調査

　　　　　（縄文時代の起源の探究）

登呂遺跡の調査（稲作社会の証明）

　　　　　　　　　　　　　　など

考古学界を先導する数々の研究

主要学会の組織・運営

講座・出版を通じた普及活動

　　　　　　　　　　　　　など








